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画
の
中
で
、「
北
勢
線
は
鉄
道
と
し
て
の
使
命

は
終
わ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
で
２
〜
３
年

後
に
廃
止
し
た
い
」
と
表
明
さ
れ
、
県
・
沿

線
市
町
に
大
き
な
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

県
で
は
北
勢
線
問
題
勉
強
会
を
設
置
し
、

沿
線
市
町
の
参
画
を
得
て
、
鉄
道
と
し
て
存

続
さ
せ
る
の
か
、
バ
ス
転
換
を
図
る
の
か
な

ど
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
併
せ
て
、
地
元

の
桑
名
員
弁
広
域
連
合
で
は
、
近
鉄
北
勢
線

利
用
促
進
協
議
会
を
設
立
し
、
利
用
促
進
運

動
を
行
う
と
と
も
に
、
近
鉄
と
存
続
交
渉
を

続
け
ま
し
た
が
、
廃
止
の
意
向
を
変
え
る
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
終
的
に
、
平
成
14
年
２
月
の
広
域
連
合

首
長
会
議
の
場
で
、
近
隣
の
三さ
ん

岐ぎ

鉄
道
に
経

営
を
委
ね
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、
沿
線
市

町
が
運
営
資
金
な
ど
と
し
て
、
10
年
間
で
55

億
円
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
。

同
年
９
月
に
沿
線
市
町
の
首
長
か
ら
三
岐
鉄

道
に
対
し
て
正
式
に
運
行
を
依
頼
し
、
三
岐

鉄
道
も
こ
れ
を
受
諾
。
15
年
３
月
末
を
も
っ

て
近
鉄
か
ら
三
岐
鉄
道
に
営
業
譲
渡
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
も
、
55
億
円
の
う

ち
、
沿
線
市
町
の
鉄
道
敷
地
購
入
費
３
・
６

億
円
の
半
額
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、

国
土
交
通
省
の
協
力
を
得
て
、
国
の
補
助
制

度
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
財
政
支
援
を
背
景
に
、
三
岐
鉄

道
は
、
北
勢
線
の
再
生
に
向
け
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
計
画
を
策
定
し
、
行
政
と
一
体
と
な
っ

て
利
用
者
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
17
駅
を
13
駅

に
再
編
す
る
こ
と
、
車
両
の
冷
房
化
、
高
速

化
を
図
り
、
西
桑
名
駅
・
阿
下
喜
駅
間
の
所

要
時
間
を
約
52
分
か
ら
10
分
程
度
短
縮
す
る

こ
と
な
ど
を
再
生
目
標
と
し
て
掲
げ
、
幹
線

鉄
道
等
活
性
化
事
業
費
補
助
や
鉄
道
軌
道
輸

送
高
度
化
事
業
費
補
助
な
ど
も
活
用
し
、
利

便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
沿
線
市
町
も
、
大
泉
駅
（
い
な
べ

市
）、
東
員
駅
（
東
員
町
）、
星
川
駅
（
桑
名

三岐鉄道北勢線。全国でも珍しいナローゲージと呼ばれる軌間762㎜の路
線で、一般の車両より少し小さい

全
国
の
地
方
鉄
道
と
同
様
に
、
三
重
県
内

の
地
方
鉄
道
も
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
や
人
口
減
少
の
波
を
受
け
厳
し
い
経
営

状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

三
重
県
内
に
お
け
る
地
方
鉄
道
の
再
生
・
活

性
化
へ
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

北
勢
線

北
勢
線
は
、
西
桑
名
駅
（
桑
名
市
）
と
阿あ

下げ

喜き

駅
（
い
な
べ
市
）
を
結
ぶ
延
長
20
・
４

㎞
の
、
日
本
に
残
る
数
少
な
い
特
殊
狭
軌

（
７
６
２
㎜
）
の
単
線
・
電
化
の
近
鉄
線
と
し

て
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

12
年
７
月
、
近
鉄
が
発
表
し
た
経
営
改
善
計

三重県内における
鉄道の再生・活性化

〔三岐鉄道北勢線・伊賀鉄道・養老鉄道〕
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市
）
の
新
設
に
合
わ
せ
て
、
駅
前
を
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
、
キ
ス
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
と
し

て
整
備
す
る
と
と
も
に
、
大
泉
駅
で
は
、「
う

り
ぼ
う
」
と
い
う
農
産
物
直
売
所
、
星
川
駅

で
は
既
存
の
商
業
施
設
と
併
設
し
、
お
互
い

の
利
用
者
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

駅
ま
で
の
幹
線
道
路
を
整
備
し
、
主
要
駅
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
結
節
を
図
る
な

ど
、
よ
り
使
い
や
す
い
、
親
し
み
や
す
い
鉄

道
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
官
民
の
連
携
し
た
取
組
み
に
よ

っ
て
、
北
勢
線
の
乗
車
人
員
は
、
平
成
16
年

度
の
約
１
９
２
万
人
で
下
げ
止
ま
り
、
19
年

度
に
は
約
２
２
０
万
人
に
達
す
る
な
ど
３
年

連
続
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
本
年
度
（
20

年
度
）
も
こ
の
伸
び
は
継
続
し
て
い
ま
す
。

伊
賀
線
と
養
老
線

慢
性
的
な
赤
字
に
陥
っ
て
い
た
伊
賀
市
の

近
鉄
伊
賀
線
（
伊
賀
上
野
駅
〜
伊
賀
神
戸
駅

間
16
・
６
㎞
）
と
近
鉄
養
老
線
（
桑
名
駅

（
三
重
県
桑
名
市
）
〜
揖
斐
い

び

駅
（
岐
阜
県
揖
斐

川
町
）
間
57
・
５
㎞
）
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
平
成
16
年
に
、
近
鉄
か
ら
協
議
の

申
出
が
あ
り
ま
し
た
。
同
年
８
月
に
「
近
鉄

養
老
線
対
策
勉
強
会
」、
９
月
に
「
伊
賀
線
に

関
す
る
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
沿
線
市
町

を
中
心
に
、
存
続
を
前
提
と
し
て
、
運
営
形

態
、
支
援
策
な
ど
の
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
上
下
分
離
方
式
※

に
よ
る
新
し
い

運
営
形
態
に
移
行
し
、
近
鉄
も
赤
字
を
負
担

し
支
え
て
い
く
こ
と
で
合
意
に
至
り
、
近
鉄

か
ら
の
「
事
業
の
廃
止
届
」
の
提
出
、「
意
見

聴
取
会
」
の
開
催
、
伊
賀
鉄
道
と
養
老
鉄
道

の
設
立
、
両
鉄
道
会
社
の
第
２
種
鉄
道
事
業

者
・
近
鉄
の
第
３
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の

鉄
道
事
業
許
可
申
請
、
新
運
賃
の
認
可
な
ど

を
経
て
、
19
年
10
月
１
日
か
ら
再
出
発
し
て

い
ま
す
。

両
鉄
道
会
社
に
よ
る
経
営
改
善
に
加
え
、

沿
線
市
町
な
ど
も
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
ま

す
。
乗
換
接
続
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
や
運
行
間

隔
の
短
縮
努
力
が
行
わ
れ
、
お
お
む
ね
30
〜

60
分
に
１
本
の
運
行
が
実
現
し
た
こ
と
、
近

鉄
か
ら
分
離
し
た
こ
と
で
独
自
の
運
賃
改
定

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
記
念
乗
車
券
の
発

売
や
臨
時
列
車
の
運
行
、
一
部
列
車
で
の
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
運
行
、
さ
ら
に
は
利
用

者
限
定
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
市
民
団
体

に
よ
る
利
用
促
進
策
へ
の
協
力
活
動
、
マ
イ

レ
ー
ル
連
絡
協
議
会
の
立
上
げ
（
養
老
鉄
道
）、

松
本
零
士
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ペ
イ
ン
ト
列

車
や
地
元
幼
稚
園
児
な
ど
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
列
車
、
自
転
車
の
無
料
貸
出
、
鉄
道
博
覧

会
の
開
催
（
伊
賀
鉄
道
）
な
ど
を
行
い
な
が

ら
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
の
成
果
も
あ
っ
て
、
運

行
開
始
か
ら
20
年
３
月
ま
で
の
営
業
収
入
は
、

伊
賀
鉄
道
で
58
・
４
％
、
養
老
鉄
道
で
28
・

７
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
に
向
け
て

北
勢
線
、
伊
賀
線
、
養
老
線
の
３
つ
の
鉄

道
と
も
、
事
業
譲
渡
や
上
下
分
離
方
式
に
よ

り
再
出
発
を
果
た
し
、
新
し
い
運
営
形
態
に

よ
る
着
実
な
取
組
み
や
沿
線
市
町
の
積
極
的

な
支
援
な
ど
に
よ
り
、
経
営
状
況
は
改
善
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。今

、
自
動
車
交
通
と
の
か
し
こ
い
付
き
合

い
方
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が

注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
中
で
、
県
内
の
鉄
道

全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
に
確
保
し
て

い
く
か
が
、
県
と
し
て
も
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
は
、
昔
か
ら
沿
線
の
人
々
の
生
活
を

支
え
、
沿
線
地
域
の
香
り
、
文
化
や
思
い
出

を
乗
せ
て
走
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
、
今
回
ご
紹
介
し
ま
し
た
三
岐
鉄
道
北
勢

線
、
伊
賀
鉄
道
、
養
老
鉄
道
沿
線
地
域
の
豊

か
な
歴
史
、
文
化
、
風
土
に
も
触
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
ご
来
訪
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

特集■「頑張る地域と鉄道事業者」が地方鉄道を再生・活性化します！

伊賀鉄道。沿線が忍者の里であることから、漫画家松本零士氏デザインに
よる「くノ一」電車が運転されている

養老鉄道養老駅のひょうたん飾り

※

上
下
分
離
方
式：

下
（
施
設
な
ど
）
は
近
鉄
が

保
有
し
、
上
（
運
行
）
は
伊
賀
鉄
道
、
養
老
鉄

道
が
行
う
方
式
。
施
設
の
安
全
性
確
保
の
た
め

に
は
、
引
き
続
き
近
鉄
が
保
有
し
た
方
が
良
い

と
判
断
し
た
も
の
で
す
。


